
拡大
数

達成
まで

勝　立 3 0 3

米生延命 3 6 -3

船　津 4 4 0

松　原 2 2 0

白　光 4 6 -2

甘　木 3 2 1

歴木Ａ 2 1 1

歴木Ｂ 3 0 3

田　隈 5 12 -7

橘 5 7 -2

高　田 2 5 -3

大　和 3 4 -1

瀬　高 2 0 2

山　川 2 1 1

南　関 3 0 3

荒　尾 6 11 -5

事業所 9 22 -13

合　計 61 83 -22

春の目標
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【
野
田
分
会
長
・
田
隈
】

み
ん
な
の
声
か
け
が
浸

透
し
て
い
る
結
果
が
、
毎

回
達
成
に
結
び
つ
い
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、

分
会
み
ん
な
で
引
き
続
き

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

【
田
中
分
会
長
・
荒
尾
】

「
社
保
未
加
入
問
題
」

も
や
や
終
盤
を
迎
え
、
拡

大
は
足
踏
み
状
態
に
陥
る

の
か
と
心
配
し
て
い
ま
し

た
。
組
合
員
み
ん
な
の
行

動
に
力
づ
け
ら
れ
ま
す
。

【
藤
井
分
会
長
・
橘
】

以
前
か
ら
の
声
か
け
や

組
合
員
の
呼
掛
け
が
結
果

に
つ
な
が
っ
て
良
か
っ
た

で
す
。
今
後
は
、
も
っ
と

多
く
の
役
員
と
協
力
し
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

【
前
田
分
会
長
・
船
津
】

分
会
役
員
で
組
合
員
訪

問
を
頑
張
り
ま
し
た
。
訪

問
で
声
か
け
し
て
い
た
組

合
員
さ
ん
の
紹
介
が
拡
大

に
つ
な
が
っ
て
良
か
っ
た
。

【
松
田
分
会
長
・
白
光
】

今
回
の
達
成
は
、
み
ん

な
の
地
道
な
声
掛
け
の
お

か
げ
で
す
。
も
っ
と
運
動

を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

【
中
村
分
会
長
・
高
田
】

従
業
員
さ
ん
の
拡
大
と

紹
介
で
達
成
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
訪
問
の
声

か
け
も
、
い
ず
れ
拡
大
に

つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
高
田
分
会
長
・
大
和
】

前
回
に
引
き
続
き
、
分

会
役
員
と
班
長
で
組
合
員

訪
問
に
と
り
く
み
ま
し
た
。

分
会
目
標
の
達
成
に
な
っ

て
よ
か
っ
た
で
す
。
も
っ

と
柳
川
の
組
織
を
大
き
く

し
て
い
き
た
い
で
す
。

【
永
松
分
会
長
・
米
生
延
命

】

相
談
ご
と
は
組
合
へ
と

の
呼
び
か
け
を
し
て
く
れ

て
い
た
こ
と
が
達
成
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に

広
が
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。

【
高
津
分
会
長
・
松
原
】

新
年
会
を
開
い
て
、
分

会
出
陣
式
を
行
い
ま
し
た
。

達
成
に
な
っ
て
良
か
っ
た

で
す
。
今
度
は
、
年
間
目

標
の
達
成
め
ざ
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
も
う
「
安
倍
内
閣
の
や

る
こ
と
言
う
こ
と
む
ち
ゃ

く
ち
ゃ
で
す
」
か
け
学
園

も
森
友
学
園
も
文
書
は
書

き
換
え
、
自
衛
隊
の
日
報

隠
ぺ
い
も
、
揚
句
に
財
務

事
務
次
官
の
セ
ク
ハ
ラ
疑

惑
、
次
々
に
出
て
き
ま
し

た
。
今
ま
で
国
会
で
説
明

し
て
き
た
こ
と
は
全
て

「
う
そ
」
で
国
民
を
だ
ま

し
て
き
た
の
に
は
、
怒
り

心
頭
で
す
。
こ
ん
な
に
国

民
を
バ
カ
に
し
た
政
府
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
安
倍
は
や
め
ろ
」
の
怒

り
の
声
が
あ
が
り
、
内
閣

の
支
持
率
は
30
％
を
割
り

込
み
ま
し
た
。
で
も
こ
れ

だ
け
バ
カ
に
し
た
内
閣
を

支
持
す
る
人
が
３
割
近
く

い
る
こ
と
に
も
あ
き
れ
果

て
ま
す
。

▼
北
朝
鮮
問
題
も
全
部
ア

メ
リ
カ
頼
り
、
唯
一
の
被

爆
国
で
あ
り
な
が
ら
核
兵

器
禁
止
条
約
に
反
対
す
る

の
も
ア
メ
リ
カ
に
追
随
す

る
か
ら
で
あ
り
、
未
だ
原

子
力
発
電
を
推
進
し
、
ア

メ
リ
カ
の
意
に
沿
っ
て
平

和
憲
法
ま
で
も
改
憲
し
て

戦
争
す
る
日
本
を
築
き
あ

げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

▼
消
費
税
も
来
年
10
月
か

ら
10
％
へ
増
税
、
年
金
・

医
療
・
介
護
は
改
悪
さ
れ
、

国
民
犠
牲
の
政
治
が
推
進

さ
れ
て
、
ま
す
ま
す
格
差

社
会
が
広
が
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
ん
な
国
民
を
愚
弄

し
、
平
和
を
脅
か
し
、
格

差
社
会
を
作
る
安
倍
政
治

を
続
け
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
い
ま
こ
そ

「
安
倍
政
治
は
許
さ
な
い
」

の
声
を
あ
げ
る
と
き
で
す
。

春
の
拡
大
月
間
で
は
１

月
か
ら
３
月
を
準
備
月
間
。

４
月
を
本
月
間
と
し
て
行

動
し
て
き
ま
し
た
。
本
部

目
標
を
56
名
。
支
部
目
標

を
61
名
と
年
間
目
標
１
４

０
名
の
早
期
達
成
め
ざ
し

て
、
毎
週
木
曜
の
統
一
行

動
を
中
心
に
し
た
訪
問
や

DM
、
拡
大
ニ
ュ
ー
ス
の
発

行
に
取
組
み
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
日
頃
か
ら

の
呼
掛
け
や
月
間
に
入
っ

て
の
紹
介
で
、
春
の
月
間

は
83
名
の
仲
間
の
拡
大
に

結
び
付
き
ま
し
た
。
分
会

ご
と
で
み
れ
ば
、
10
の
分

会
で
目
標
の
達
成
。

今
回
の
月
間
は
社
会
保

険
未
加
入
対
策
期
限
は
す

ぎ
て
い
ま
し
た
が
、
現
場

に
入
る
の
に
労
災
保
険
が

必
要
。
従
業
員
が
で
き
た

の
で
雇
用
保
険
を
か
け
る

手
続
き
を
し
に
き
た
。
市

町
村
国
保
の
保
険
料
が
高

く
、
中
建
国
保
に
加
入
し

た
い
。
従
業
員
も
中
建
国

保
に
加
入
さ
せ
た
い
。
な

ど
の
相
談
が
相
次
ぎ
準
備

月
間
中
に
月
間
の
目
標
を

達
成
す
る
拡
大
数
と
な
り

ま
し
た
。
拡
大
月
間
は
終

わ
り
ま
し
た
が
、
ま
わ
り

に
は
社
会
保
険
未
加
入
問

題
で
困
っ
て
い
る
仲
間
や

組
合
を
知
ら
な
い
仲
間
も

多
く
い
ま
す
。

ま
た
、
分
会
の
年
間
目

標
も
全
分
会
で
達
成
す
る

よ
う
に
行
動
し
て
い
き
ま

す
。
ひ
き
続
き
声
か
け
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



【
加
藤
真
司
さ
ん
・

鳶
・
田
隈
分
会
】

仕
事
で
出
張
も
多
く
、

平
日
に
仕
事
を
休
む
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
い
つ

も
、
日
曜
日
に
健
康
診
断

の
日
程
が
設
け
て
あ
っ
て
、

た
い
へ
ん
助
か
っ
て
ま
す
。

自
分
の
健
康
管
理
も
で

き
て
、
家
族
そ
ろ
っ
て
安

心
で
き
ま
す
。

２０１８年 ５月１日 あ し ば 第５４４号 （２）

建
設
職
人
の
命
の
綱
、

中
建
国
保
の
新
年
度
保
険

証
交
付
日
を
３
月
30
日
、

４
月
１
日
と
し
て
更
新
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
ハ
ガ
キ
要

請
や
仕
事
上
の
ケ
ガ
を
労

災
保
険
へ
切
り
替
え
る
な

ど
の
努
力
で
、
今
年
度
の

保
険
料
自
体
は
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
安

い
保
険
料
や
償
還
払
い
、

傷
病
見
舞
金
な
ど
の
制
度

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、

建
設
国
保
し
く
み
、
健
康

診
断
の
大
切
さ
、
建
設
国

保
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い

て
学
び
、
春
の
大
運
動
に

つ
い
て
も
参
加
者
で
確
認
。

中
建
国
保
を
守
る
運
動

が
社
会
保
障
を
守
る
運
動

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

医
療
法
人
親
仁
会
か
ら

は
、
「
ガ
ン
検
診
」
に
つ

い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

医
療
が
進
み
ほ
と
ん
ど
の

ガ
ン
は
早
期
発
見
で
治
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
の
中
で
が
ん
に
な
っ
て

い
る
か
の
危
険
度
を
血
液

検
査
か
ら
判
断
す
る
「
ア

ミ
ノ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」
も

オ
プ
シ
ョ
ン
で
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
。

ま
た
、
控
訴
審
が
続
い

て
い
る
「
九
州
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
」
に
つ
い
て

原
告
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に

よ
っ
て
主
人
を
奪
わ
れ
た

悔
し
さ
や
同
じ
苦
し
み
を

広
げ
た
く
な
い
思
い
を
話

し
、
引
続
き
の
支
援
協
力

と
裁
判
闘
争
の
署
名
や
物

販
の
協
力
を
訴
え
ま
し
た
。

併
せ
て
、
憲
法
９
条
を

守
る
運
動
に
つ
い
て
も
訴

え
が
あ
り
、
戦
争
す
る
国

へ
し
な
い
た
め
に
３
０
０

０
万
筆
署
名
を
ひ
ろ
め
よ

う
と
重
ね
て
呼
び
か
け
ま

し
た
。

春
の
集
団
健
診
が
親
仁

会
医
療
機
関
で
行
わ
れ
、

約
５
０
０
人
の
組
合
員
と

家
族
が
今
回
の
集
団
健
診

を
受
け
ま
し
た
。

仕
事
の
都
合
な
ど
で
、

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
方
も
他
の
日
程
で

健
康
診
断
を
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
親
仁
会

医
療
機
関
に
連
絡
し
て
日

程
を
決
め
ら
れ
た
ら
、
組

合
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
た
、

秋
に
も
実
施
し
ま

す
。
中
建
国
保
加

入
者
は
、
今
年
度

か
ら
節
目
の
年
齢

に
よ
る
人
間
ド
ッ

ク
補
助
も
始
ま
り

ま
し
た
。

自
分
自
身
の
健
康
状
態

を
把
握
と
、
病
気
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
の
為
に

も
、
年
に
一
度
は
必
ず
健

康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

大
牟
田
市
で
は
、
中

小
企
業
の
健
全
な
発
展

や
育
成
の
た
め
、
金
融

面
で
の
円
滑
な
支
援
が

図
れ
る
よ
う
に
、
大
牟

田
市
中
小
企
業
融
資
資

金
規
則
を
定
め
、
市
内

に
主
た
る
事
業
所
を
置

く
中
小
企
業
者
に
対
し
、

比
較
的
低
利
で
事
業
資

金
等
の
融
資
を
行
っ
て

い
ま
す
。

今
年
度
よ
り
、
そ
の

融
資
金
規
則
が
見
直
し

さ
れ
、
さ
ら
に
利
用
し

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

主
な
改
正
内
容

①
年
０
・
３
％
の
金
利

引
き
下
げ
。

②
返
済
期
間
を
運
転
資

金
５
年
が
７
年
に
。
設

備
資
金
７
年
が
10
年
以

内
に
延
長
。

③
一
般
融
資
資
金
及
び

新
規
創
業
融
資
資
金
の

融
資
限
度
額
の
引
上
げ
。

【
一
般
融
資
資
金
は
、

１
千
２
５
０
万
円
か
ら

２
千
万
円
に
。
新
規
創

業
融
資
資
金
は
、
３
０

０
万
円
が
１
千
万
円
に
】

④
保
証
料
補
給
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
７
月
に

九
州
北
部
を
襲
っ

た
豪
雨
災
害
で

す
が
、
い
ま
だ

復
旧
の
た
め
に

手
付
か
ず
の
場

所
が
多
く
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、

県
の
青
年
部
で

会
議
を
開
き
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
行
く
こ
と
に

な
り
、
大
牟
田

支
部
か
ら
は
野

田
青
年
部
長
と

西
原
書
記
が
参

加
し
ま
し
た
。

全
体
で
は
、
28

人
の
参
加
。

今
回
は
、
水

路
に
た
ま
っ
た

土
の
運
び
出
し

を
若
い
パ
ワ
ー

で
予
定
よ
り
多

く
の
場
所
を
作

業
す
る
こ
と
が

で
き
、
地
元
の

方
か
ら
大
変
喜
ば
れ
ま
し

た
。野

田
青
年
部
長
は
、

「
今
回
で
朝
倉
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
た
の
は
２

回
目
で
す
。
１
回

目
は
災
害
が
発
生

し
て
す
ぐ
に
い
き

ま
し
た
が
、
そ
れ

か
ら
時
間
が
た
つ

の
に
、
ま
だ
ま
だ

回
復
し
て
な
い
現

状
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
数
も

足
り
な
い
と
い
う

事
で
し
た
。
切
れ

目
な
い
支
援
が
必

要
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
参
加
し
て
、

現
地
の
住
民
の
み
ん
な
に

少
し
で
も
役
立
て
て
よ
か
っ

た
で
す
。
」

採血検査中の内野さん（大和）

問診中の松永さん（勝立）

泥出しをする野田青年部長

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
に
挑
戦

し
に
阿
蘇
に
行
こ
う
と
青
年

部
で
企
画
し
ま
し
た
。
な
か

な
か
で
き
な
い
体
験
に
同
年

代
の
仲
間
と
出
か
け
ま
し
ょ

う
。
対
象
は
36
才
以
下
で
す
。

今
年
の
夏
は
、
岱
明
町
の
鍋
海
岸
で
地

引
網
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
ま
す
。
お
子

さ
ん
や
家
族
、
仲
間

と
一
緒
に
獲
れ
た
て

の
魚
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

出張所長として挨拶する石本支部長



（３） ２０１８年 ５月１日 あ し ば 第５４４号

８
日
（
火
）
３
・
13
税
務
署
申
入
れ
回
答

大
牟
田
税
務
署

11
日
（
金
）
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会

組
合
事
務
所

11
日
（
金
）
地
区
労
連
幹
事
会

柳
川

12
日
（
土
）
全
県
書
記
長
会
議

県
本
部
会
館

13
日
（
日
）
消
費
税
各
界
連
学
習
会

天
神
ビ
ル

13
日
（
日
）
県
技
能
大
会
図
面
講
習

県
本
部
会
館

20
日
（
日
）
住
宅
デ
ー

市
内
８
か
所

22
日
（
火
）
社
保
協
幹
事
会

社
保
協

23
日
（
水
）
支
部
パ
ソ
コ
ン
会
計

組
合
事
務
所

25
日
（
金
）
社
保
協
宣
伝
行
動

ゆ
め
タ
ウ
ン

26
日
（
土
）
県
労
連
評
議
員
会

福
岡

27
日
（
日
）
ド
ー
ム
野
球
観
戦

福
岡
ド
ー
ム

28
～
29
日

シ
ニ
ア
友
の
会
旅
行

杖
立
温
泉

31
日
（
木
）
新
加
入
者
教
室

組
合
事
務
所

１
日
（
金
）
全
県
書
記
長
会
議

県
本
部
会
館

１
日
（
金
）
支
部
３
役
会
議

組
合
事
務
所

４
日
（
月
）
支
部
執
行
委
員
会

組
合
事
務
所

７
～
８
日

九
地
協
企
業
交
渉

福
岡
市
内

７
～
８
日

公
害
総
行
動
日

東
京

６

月

の

行

事

予

定

５

月

の

行

事

予

定

４月１日から全建総連の「資格取

得報奨金制度」が開始されました。

取得資格の種類に応じて１万円、

６千円、３千円が支給されます。組

合員全員が対象です。

また、青年部加入者はたすけあい

共済にも申請することが出来ます。

申請は合格証の写しをつけて組合

へ。（詳しい対象資格は、組合まで）

区分１：10,000円
一級建築士、一級技能士、一級施工

管理技士、第一種電気工事士、電気

主任技術者（第一種、第二種）など。

区分２：6,000円

二級建築士、二級技能士、二級施工

管理技士、第二種電気工事士、電気

主任技術者（第三種）など。

区分３：3,000円／作業主任者

私
た
ち
の
運
動
で
設
立

さ
せ
た
大
牟
田
市
の
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、

今
年
度
は
住
宅
部
分
に
つ

い
て
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

店
舗
の
工
事
費
用
に
対

す
る
補
助
は
昨
年
に
引
き

続
き
実
施
さ
れ
ま
す
。
住

宅
部
分
に
つ
い
て
は
、
制

度
の
復
活
を
求
め
て
い
き

ま
す
。

制
度
の
中
身
は
、
既
存

店
舗
の
改
修
に
か

か
る
工
事
費
用
に

つ
い
て
補
助
が
で

ま
す
。
ま
た
、
中
心
市
街

地
に
お
け
る
店
舗
の
建
て

替
え
や
増
築
、
空
き
地
へ

の
店
舗
新
築
工
事
に
か
か

る
費
用
に
つ
い
て
も
補
助

の
対
象
と
な
る
よ
う
に
今

年
度
か
ら
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
い
づ
れ
も
、
大
牟
田

市
内
業
者
に
工
事
を
依
頼

し
た
場
合
に
補
助
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

仕
事
お
こ
し
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

今
年
も
建
設

職
人
の
す
ば
ら

し
い
技
術
・
技

能
を
青
年
へ
伝

承
し
て
い
く
一

環
と
し
て
「
青

年
技
能
競
技
大

会
」
（
時
間
内

に
四
方
転
び
踏

み
台
の
図
面
ひ

き
と
製
作
に
挑

み
、
出
来
栄
え
や
作
業
状

況
で
順
位
を
競
い
ま
す
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
全
国
大

会
へ
の
代
表
を
決
め
る
た

め
の
予
選
会
で
も
あ
り
ま

す
。
大
会
は
７
月
22

日

（
日
）
で
す
。
大
会
に
向

け
て
の
講
習
会
も
実
施
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
四
方
転

び
は
２
級
建
築
大
工
技
能

士
の
課
題
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
「
大
工
と
し
て
腕

を
磨
き
た
い
」
「
資
格
を

取
得
し
よ
う
」
と
い
う
方

は
組
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

図
面
…
５
月
13
日
（
日
）

刻
み
…
６
月
17
日
（
日
）

（
場
所
は
県
本
部
会
館
）

大
会
…
７
月
22
日
（
日
）

①既存の店舗改修

対象 市内の店舗を営業している人

補助率 工事費の10分の１以内

上限額 20万円

（指定区域は補助率が10分の２以内、

上限が40万円）

②中心市街地の空き店舗改修

補助率 工事費の３分の１以内

上限額 200万円

（一定の条件を満たす場合は、上限額

が上乗せ100万円）

③中心市街地へ店舗を新築

補助率 工事費の３分の１以内

上限額 200万円

④中心市街地での多目的トイレ設置

補助率 工事費の２分の１

上限額 100万円

☆無料住宅相談会を開催します。

☆店舗改修補助事業などの制度も活用し相談も受付けます。

☆折込チラシ、広報などで地域に宣伝します。

☆包丁とぎ、まな板削り

などを行っていきます。

ま
た
、
公
共
下
水
道
が

使
え
な
い
地
域
に
住
ん
で

い
る
人
が
合
併
処
理
浄
化

槽
へ
切
り
替
え
る
場
合
、

補
助
金
を
増
額
し
交
付
さ

れ
ま
す
。



【
古
澤
喜
美
子

歴
木
Ａ
】

好
天
に
恵
ま
れ
、
今
年

程
安
心
し
て
桜
を
鑑
賞
出

来
た
年
は
な
か
っ
た
様
な

気
が
し
ま
す
。

い
つ
も
満
開
の
数
日
前

に
雨
が
降
っ
た
り
し
て
！

こ
れ
か
ら
日
蔭
が
恋
し
く

な
っ
て
来
ま
す
。
人
間
て

勝
手
で
、
寒
い
！
す
ご
し

や
す
い
季
節
！
暑
い
で
す

ネ
！
を
く
り
返
し
年
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

【
藤
本
憲
子

田
隈
】

４
月
８
日
、
日
曜
日
に

友
達
２
人
で
山
鹿
の
ガ
ス

会
社
に
野
枝
桜
を
見
に
行
っ

た
け
ど
、
も
う
今
年
は
暖

か
く
、
早
く
咲
き
少
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

帰
り
に
平
山
の
膳
屋
の

温
泉
に
入
っ
て
来
ま
し
た
。

【
浦

清
美

橘
】

妹
が
久
々
に
遊
び
に
来

ま
し
た
。
買
物
へ

行
こ
う
と
い
っ
て
、

私
を
筑
後
市
の
羽

犬
塚
へ
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

羽
犬
塚
の
町
の
開

け
て
来
て
い
る
の

に
ビ
ッ
ク
リ
!!
い

つ
ま
で
た
っ
て
も

大
牟
田
市
だ
け
が

開
け
な
い
な
ぁ
～

と
ガ
ッ
カ
リ
し
ま
す
。

【
黒
肥
地
征
子

荒
尾
】

新
緑
の
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
桜
の
花
も
終
わ
っ

て
、
も
う
初
夏
の
気
温
で

す
。
花
屋
さ
ん
に
も
い
ろ

ん
な
花
が
咲
き
だ
し
て
、

苗
を
買
う
人
を
多
く
見
か

け
ま
す
。
気
持
ち
に
ゆ
と

り
が
出
て
来
る
陽
気
に
な

り
ま
す
ネ
。
オ
ク
ラ
と
キ
ュ

ウ
リ
を
植
え
て
み
ま
し
た
。

う
ま
く
育
つ
と
い
い
で
す

が
…
。

２０１８年 ５月１日 あ し ば 第５４４号 （４）

７
つ
の
ま
ち
が
い
答
え
と
近
況
を
募
集
。
抽
選

で
５
名
様
に
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

〒
８
３
６

０
０
４
４

大
牟
田
市
古
町
３
の
２

福
岡
県
建
設
労
働
組
合
大
牟
田
支
部

【先月の答】①左側・いすの肘かけ ②いすに座ってい

る人の右足 ③窓のカーテンのひだ ④手前右側・後ろ

姿の人が持つカードの数 ⑤右上・ふすまの引き手

⑥右端・横になっている人のシャツの袖 ⑦右下・テー

ブルの脚の長さ

厚
生
労
働
省

国
民
健
康
保
険
課
長

殿

厚
生
労
働
省

大
臣
官
房
審
議
官
医
療
保
険
担
当

殿

千
代
田
区
霞
が
関
１
の
２
の
２

厚
生
労
働
省

保
険
局
長

殿

私
は
●
●
県
で
▲
▲
を
し
て
い
ま
す
。

建
設
国
保
は
、
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
大
切
な
制
度
で
す
。

建
設
国
保
へ
の
補
助
金
は
、
現
行
水

準
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

（

住

所

）

（

氏

名

）

※●●に県名。▲▲には

職種（大工、左官、土木

工、塗装工、内装工、電

工など）を記入してくだ

さい。▲▲業はダメです。

こ
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

は
、
国
保
組
合
へ
の
予
算

獲
得
だ
け
で
な
く
、
全
建

総
連
で
要
求
し
て
い
る
建

設
産
業
で
働
く
私
た
ち
に

関
連
す
る
予
算
獲
得
の
大

き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
１
人
ひ
と
り
が

自
ら
書
い
た
文
字
や
心
か

ら
訴
え
る
文
面
と
数
が
、

担
当
官
の
心
を
揺
り
動
か

し
、
予
算
獲
得
の
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。
必
ず
ひ
と
り

３
枚
を
書
い
て
、
班
や
分

会
ま
で
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

※裏面は３枚とも同じで

すが、仕事や生活の厳し

い現状も書いてください。

※宛先の住所は３

枚とも同じです

私
た
ち
全
員
が
加
入
し

て
い
る
福
建
労
た
す
け
あ

い
共
済
に
、
小
中
学
入
学

祝
い
金
が
あ
り
ま
す
。

組
合
員
さ
ん
の
お
子
さ

ん
が
、
小
学
校
か
中
学
校

に
入
学
さ
れ
た
と
き
申
請

に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

入
学
祝
い
金
の
申
請
期
限

は
９
月
末
ま
で
。
早
め
に

分
会
を
通
じ
て
申
請
さ
れ

ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

毎
月
の
収
支
計
算
を
実
際
に
会
計
ソ
フ

ト
に
入
力
し
な
が
ら
の
パ
ソ
コ
ン
会
計
教

室
で
す
。
５
月
は
23
日
（
水
）
午
後
１
時
か
ら
で
す
。

毎
年
恒
例
の
「
し
ら
ぬ

ひ
合
同
法
律
事
務
所
」
主

催
の
法
律
講
座
が
３
回
に

わ
た
り
開
催
。
く
ら
し
を

守
る
た
め
に
必
要
な
知
識

を
学
べ
ま
す
。
参
加
費
無

料
で
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
ど
の
日
程
も
午

後
６
時
か
ら
で
す
。


